
学校番号 101 

平成 31年度 美術科 

 

教科 美術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  美術２（光村図書） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・生涯にわたって「描く」「創る」あるいは「鑑賞する」ことを楽しんでいけるような、美術に対

する愛好心をはぐくみたいと考えています。  

･そのための感性や技術の伸長をはかります。感じ取ったことや考えたこと、目的･機能などを基に

テーマを決め、創造的な表現の構想を練ります。意図に応じて、また、材料や用具の特性を生かし

て表現することが大切です。 

・表現や鑑賞の活動を通して自己を見つめ、自然や美術作品、人間の生きる姿などの美しさに感動

したり、作品と作者やその背景にある歴史や国土などに興味･関心をもち、探求したりするなどし

て、美的感受性、創造性、人間理解、研究心などを育みましょう。   

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い創造活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて感じ取ったこと

うや、考えたこと、目

的や機能、美しさなど

から主題を生成し、創

造的な表現の構想を

練っている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身につけ、意

図に応じて表現方法

を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

作品 

作品 ワークシート 

発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

学
期 

水
墨
画 

・お手本を見て筆の運びや墨

の濃淡に気をつけながら模写 

 

・実際の野菜を見て墨だけで

表現 

 

 

校内展示 

○ 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 正しい姿勢や、筆の持ち方

をしている。 

c: 筆や墨の使い方を理解し、

モチーフの特性を活かした

表現をしている。 

  

ｄ：全員展示し、互いの作品の

特性を認め合う 

学習活動の

様子 

 

作品 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド 

ランプシェード制作 

 

与えられた材料で可能な大き

さのランプシェードをガラスカ

ットから半田で接着し立体に

するまで制作する。 

 

暗くして全員いっせいに点

灯。幻想的な空間を楽しむ。 

○ ○ ○  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:普段加工し慣れない素材に

対して前向きにその特性を

理解し、活かすようなデザイ

ンを考えている。 

b:平面の素材を立体にくみ上

げる際の創意工夫がなされ

ている。 

c: オイルカッターや砥石、フ

ラックスなど道具や薬品の

特性を理解し、正しく使用し

ている。 

d:互いの作品の美しさをたた

えあっている。 

アイデアスケ

ッチ 

 

制作の様子 

 

作品 

 

点灯式での

様子 

夏
休
み 

高
校
展
鑑
賞
（宿
題
） 

 
 

 
 

 
（宿
題
） 

大阪府高校美術・工芸展覧

会に鑑賞に行き、感想を書

く。 

都合がつかない場合は他の

展覧会でも可 

   ○ d:作者の意図や工夫、よさや美

しさなどを感じ取っている。ま

た、今後の自身の制作への意欲

を高めている。 

プリント提出 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
学
期 

不
思
議
な
世
界 

【映像メディア表現】 

【鑑賞】 

・班ごとにストーリーを決め、

アイデアスケッチ（絵コンテ）

を作成する。 

 

 

・班で協力して静止画として

携帯で撮影をする。 

 

・コンピューターで編集を行

う。 

 

・相互鑑賞 

 プレゼンテーション 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:目的を基に写真やコンピュ

ーターなど映像メディアの

特性を生かして表現するこ

とに関心をもち、表現や鑑賞

の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:映像メディアの特性を踏ま

え、目的を基に主題を生成

し、視点や動きなど視覚的要

素を工夫して表現の構想を

練っている。 

c:携帯のカメラ機能やコンピ

ューター、プロジェクターな

どの様々な用具の特性を理

解し、効果的な表現方法や編

集を工夫して表現している。 

d:映像メディア表現の特質や

視覚的効果を生かした独自の

表現効果などを感じ取り、作品

の主題や作者の表現意図、効果

的な表現の工夫などを読み取

り、作品や作者について理解し

ている。 

 

 

制作の様子 

ワークシート 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

作品 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
学
期 

絵
画
（学
校
） 

水彩構内スケッチ（3枚以上） 

 

スケッチを元に構成を考える 

 

B2サイズのパネルに制作。 

 

展示 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: スケッチの枚数や、視点の

面白さ。 

b:独自の視点で学校を観察し

ている。表現方法に創意工夫

している。 

c:水彩絵の具や水彩紙の特性

を理解し、効果的に表現でき

ている。 

あらわしたいテーマにあわ

せてさまざまな表現方法を

取り入れ、見ごたえのある

作品にしている。 

d:制作者の意図を理解したり、

自分なりの感性で他者の作品

を鑑賞し、自分なりに美しいと

感じたり、面白いと感じること

ができている。 

 

 

制作の様子 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

 

合評中の様

子・発言 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 



 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


